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要　　旨

　燃焼イオンクロマトグラフィーによる炭化ケイ素粉末中のフッ素の定量に関して，燃焼炉の燃焼時間，燃焼温度，燃

焼炉に導入するキャリアーガス（大気，混合空気，アルゴン及び窒素）の種類，加湿ユニットによるキャリアーガスの

湿潤・乾燥条件などの各処理条件が，フッ素の定量値にどのように影響するかについて，炭化ケイ素の質量変化及び結

晶構造変化挙動とともに検討した。その結果，燃焼温度：1200℃，燃焼時間：30分において，湿潤条件では，大気，混

合空気，アルゴン及び窒素のすべてのキャリアーガス条件で，認証標準物質であるファインセラミックス用炭化ケイ素

微粉末試料（α形8001a及びβ形8002a）のフッ素の定量値は，参考値±拡張不確かさ（8001a：700±160mgkg-1，8002a 

: 750±54mgkg-1）内の結果が得られた。いずれの試料も大気，混合空気のキャリアーガス条件でのフッ素の定量値は，

アルゴン，窒素のキャリアーガス条件に比べて30mgkg-1程度低く，酸素の影響が若干認められた。一方，乾燥条件で

は，大気，混合空気のキャリアーガス条件でのフッ素の定量値は参考値±拡張不確かさ内であったが，アルゴン，窒素

のキャリアーガス条件でのフッ素の定量値は参考値±拡張不確かさの半分程度となった。フッ素の抽出にはキャリアー

ガスに含まれる酸素もしくは水分の最適化が重要であることが示唆されたが，個々の影響については，キャリアーガス

に含まれる酸素濃度や加湿ユニットの水の溶存酸素濃度の影響など更なる検討が必要である。また，質量変化と結晶構

造に関して，8001a，8002aのいずれの試料も，燃焼処理に伴い質量が増え，その質量変化の挙動は結晶構造の違いに

より大きく異なっていたが，質量変化及び結晶構造変化とフッ素の定量値への相関は認められなかった。
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